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住民のいのちを守るため
安心して払える国保料へ改定する要請書（案）

【要請趣旨】
　区民のいのちとくらしを守るための日頃からのご尽力に敬意を表します。
今年の４月から国民健康保険制度の広域化の流れに適応するため、特別区の国民健康保険の賦課方式が見直され、住民税方式から「旧ただし書き方式」に移行しました。
計算方式の変更に伴い、多人数家族や障害者のいる世帯、低所得の世帯の保険料の値上がりとなり、多くの住民から「なぜこんなに値上げになったのか」「払えない」の声が寄せられています。軽減措置はありますが、対象者も限られており、期間の２年間の限定です。現在でも高すぎる保険料のため、滞納世帯は３割を超えています。保険料の滞納のため、正規の保険証が交付されないため受診できずに病状悪化や死亡に至る事例も生まれています。
今年は、国民皆保険制度確立５０年の記念すべき年です。命と健康を守るべき医療保険制度が、社会的弱者から医療を受ける権利を奪うことがあってはなりません。
国民健康保険を社会保障制度としての本来の役割に立ち返らせるためにも、以下の項目についてご検討いただきますよう緊急に要請いたします。

【要請事項】
１、２年間の軽減措置の延長、恒常的な措置として負担増を抑えてください。
２、保険料、窓口負担の減免措置を拡大してください。
３、自治体として、国民健康保険料の引き上げに関しての説明会、相談窓口を特別に設置して、保険料の減免などの対応してください。
４、１８歳までや７５歳以上の医療費の窓口負担の軽減（日の出町、羽村市、千代田区で実施）を行ってください。
３、保険料負担増を抑えるため、国や都に必要な財源措置を求めてください。
